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小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

11/26現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

10月気象状況  (父島) 

最高気温 30.1℃ 

最低気温 25.7℃ 

平均気温 27.8℃ 

平均湿度 85％ 

月降水量 84.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(11/1) 

      2,513人 

      父島   母島         

 人口  2,087人  426人 

 世帯  1,250     259 

                   
 

                
 

            

  

令
和
６
年
度
「硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
」を
小
笠
原
海

運
の
協
力
の
も
と
、
１０
月
２０
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

好
天
に
恵
ま
れ
、
硫
黄
島
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公

園
の
沖
を
お
が
さ
わ
ら
丸
で
ゆ
っ
く
り
と
航
行
し
な

が
ら
、
こ
の
地
で
玉
砕
し
た
全
て
の
英
霊
の
安
ら
か

な
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
南
硫

黄
島
・北
硫
黄
島
の
周
囲
も
航
行
し
ま
し
た
。 

な
お
、
１１
月
２７
日
に
予
定
し
て
い
る
自
衛
隊
航

空
機
に
よ
る
硫
黄
島
旧
島
民
向
け
の
「硫
黄
島
訪
島

事
業
」は
、
村
民
だ
よ
り
１
月
号
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

 【参
加
者
内
訳
】総
勢 

４５
名 

旧
島
民 

７
名
、 

硫
黄
島
協
会 

１
名
、 

父
母
中
学
２
年
生(

教
員
含
む) 

３７
名 

                      

                                       

  

第
52
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
の
際
に
配
布
す
る 

大
会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【日
時
】１
月
19
日(

日) 

 
 
 
 

※
荒
天
順
延
・予
備
日
１
月
26
日(

日) 

【受
付
時
間
】午
前
８
時
15
分
～
８
時
35
分 

【会
場
・各
コ
ー
ス
】 

奥
村
運
動
場 

 

《２
㎞
》奥
村
運
動
場
～
は
は
じ
ま
丸
岸
壁(

往
復) 

 

《４
㎞
》奥
村
運
動
場
～
西
町
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前

(

往
復) 

 

《６
㎞
》奥
村
運
動
場
～
東
町
青
灯
台
入
口(

２
周) 

【部
門
】 

 

《個
人
》 

             

《団
体
》 

 
 

同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞
上
位
５
名

の
合
計
タ
イ
ム 

【申
込
方
法
】 

 

一
般
の
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
教
育
委

員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【申
込
期
間
】
12
月
16
日(

月)

～
１
月
７
日(

火) 

【そ
の
他
】 

 

○
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

 

○
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

ＮＯ．776 

令和 6 年(2024) 

 12/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

硫
黄
島
洋
上
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た 

 

中学2年生による誓いのことば 集合写真(旧島民の皆さま) 

摺鉢山を仰いで行われました 

第
52
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 
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○
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
７
時
30
分
ご
ろ
に

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

○
大
会
当
日
の
午
前
８
時
30
分
～
競
技
終
了(

正

午
ご
ろ)
の
間
、
交
通
規
制
お
よ
び
村
営
バ
ス
の

時
間
運
休
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

２―

３
１
１
７ 

      

◎
令
和
６
年
大
神
山
神
社
例
大
祭
「
相
撲
大
会
」 

11
月
１
日
、
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「奉
納
相
撲
大

会
」(

女
相
撲
、
男
相
撲)

を
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ(

11
チ
ャ
ン
ネ
ル)

で
録
画
放
送
し
ま
す
。 

お
が
高
生
が
大
奮
闘
！
熱
気
あ
ふ
れ
る
激
戦
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【放
送
日
】※
同
じ
内
容
を
放
送
し
ま
す
。 

 
 

12
月
８
日(

日)

、
30
日(

月) 

午
後
５
時
～
９
時
ご
ろ 

 

◎
は
は
じ
ま
丸
に
よ
る
列
島
周
遊
ク
ル
ー
ズ 

し
ま
じ
ま
つ
つ
う
ら
う
ら ～

父
島
・
母
島
列
島
編
～ 

令
和
４
・５
年
度
に
実
施
し
た
、
無
人
島
を
は
じ
め

と
し
た
島
々
の
自
然
環
境
と
保
全
対
策
の
現
状
を
船

上
か
ら
解
説
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
映
像
を
放
送
し
ま
す
。 

島
々
の
自
然
環
境
や
取
組
の
映
像
も
加
え
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【放
送
日
】※
同
じ
内
容
を
放
送
し
ま
す
。 

12
月
14
日(

土)

、
20
日(

金) 

午
後
７
時
～
８
時
ご
ろ 

 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

  

  

今
年
度
も
父
島
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル

の
木
を
使
用
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り
を

添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
様
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。 

【点
灯
日
】 

  

12
月
14
日(

土)

午
後
４
時
45
分
～ 

 
 

海
鳥
レ
ク
チ
ャ
ー
、
点
灯
式
、
楽
器
演
奏 

 

【場
所
】東
町
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
周
辺 

【点
灯
期
間
】１
月
13
日(

月)

ま
で 

【点
灯
時
間
】午
後
４
時
～
１０
時 

※
１２
月
２４
日(

火)

、
２５
日(

水)

、
３１
日(

火)

は
、

深
夜
０
時
ま
で 

※
点
灯
式
実
施
に
伴
い
港
湾
道
路
の
一
部
を
通
行
止

め
と
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

   

◎
年
末
年
始
の
運
行 

 

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日(

日)
～
１
月
３
日(

金)

の
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
12
月
26
日(

木)

、
27
日(

金)
、
１
月
６
日

(

月)

、
７
日(

火)

は
、
小
中
学
校
が
冬
期
休
業
中
の
た

め
、
午
前
７
時
15
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

な
お
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所
と
小
笠
原
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」欄
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

お
乗
り
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
８
８ 

 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

  

   

小
笠
原
村
で
は
、
扇
浦
園
地
の
更
な
る
魅
力
お
よ

び
賑
わ
い
あ
る
空
間
の
創
出
、
園
地
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

【営
業
可
能
期
間
】 

 

令
和
７
年
１
月
１
日
～
３
月
３１
日 

【申
込
期
間
】
１２
月
２
日(

月)

～
１６
日(

月) 

詳
細
・申
し
込
み
方
法
等
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

    

消
防
用
設
備
等
は
、
火
災
が
発
生
し
た
際
、
確
実

に
作
動
し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。  

消
防
用
設
備
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
必

要
と
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物(

建
物)

の
関
係
者

(

所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者)

は
、
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
用
設
備
等
を
定
期
的
に
点
検
し
、
そ
の
結
果
を

小
笠
原
村
の
場
合
、
小
笠
原
村
長
宛
に
報
告
が
必
要

で
す
。 

点
検
・報
告
で
ご
不
明
な
点
は
、
小
笠
原
村
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【点
検
・報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
】 

 

防
火
対
象
物(
建
物)

の
関
係
者(

所
有
者
、
管
理
者
、

占
有
者) 

【点
検
を
す
る
人
】 

 

《次
の
１
ま
た
は
２
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物
》 

 
 

１
：延
べ
面
積
が
１
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
防
火
対
象
物 

 
 

２
：次
の
①
お
よ
び
②
の
条
件
に
該
当
す
る
防
火

対
象
物(

延
べ
面
積
は
問
わ
な
い) 

 
 

①
特
定
用
途(

不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
用

途)

が
３
階
以
上
の
階
ま
た
は
地
階
に
存
す
る

も
の 

 
 

②
階
段
が
１
つ
の
も
の(

屋
外
階
段
等
で
あ
れ
ば

免
除) 

 

 
 

点
検
資
格
を
有
す
る
消
防
設
備
士
、
消
防
設
備
点

検
資
格
者
が
点
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

《１
お
よ
び
２
以
外
の
建
物
》 

 
 

点
検
資
格
を
有
す
る
消
防
設
備
士
、
消
防
設
備
点

検
資
格
者
に
よ
る
点
検
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
建
物

の
関
係
者
や
防
火
管
理
者
等
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

【点
検
か
ら
報
告
・編
冊
ま
で
】 

 

①
点
検
の
実
施 

 

《機
器
点
検(

６
ヵ
月
ご
と)

》 

 
 

消
防
用
設
備
等
の
適
正
な
配
置
、
損
傷
の
有
無
な

ど
を
外
観
か
ら
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
機
能
に

つ
い
て
、
外
観
か
ら
ま
た
は
簡
易
な
操
作
に
よ
り

判
別
で
き
る
事
項
を
確
認
し
ま
す
。 

 

《総
合
点
検(

１
年
ご
と)

》 

 
 

消
防
用
設
備
等
を
作
動
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
総
合
的
な
機
能
を
確
認
し
ま
す
。 

 

②
不
良
個
所
の
改
修 

 
 

不
良
個
所
が
あ
れ
ば
、
消
防
設
備
士
等
に
相
談
す

る
な
ど
す
み
や
か
に
改
修
・整
備
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

 

③
点
検
結
果
報
告
書
の
作
成 

 
 

点
検
結
果
を
記
入
し
た
点
検
結
果
報
告
書
お
よ

び
点
検
票
を
２
部
ず
つ(

提
出
用
、
保
管
用)

作
成

し
ま
す
。 

 

④
報
告
期
間 

  

《１
年
ご
と
に
１
回 

特
定
防
火
対
象
物
》 

 
  

物
品
販
売
店
舗
、
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、 

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
、
遊
技
場
な
ど 

 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch) 

放
送
予
定 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施(

父
島) 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

扇
浦
園
地 キ

ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
者
の
募
集 

 

消
防
用
設
備
等
の
点
検
・報
告 

の
お
願
い 

 

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼ 
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《３
年
ご
と
に
１
回 

非
特
定
防
火
対
象
物
》 

    
共
同
住
宅
、
事
務
所
、
工
場
、
倉
庫
、
駐
車
場
、

学
校
な
ど 

 

⑤
提
出
先 
小
笠
原
村
長 

宛 

 

⑥
編
冊 

 
 

保
管
用
の
点
検
結
果
報
告
書
は
、
防
火
管
理
維
持

台
帳
や
、
消
防
関
係
台
帳
等(

形
式
の
決
ま
り
や
、

様
式
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
任
意
の
も
の
で
可
。)

を
準

備
し
て
編
冊
し
て
く
だ
さ
い
。
立
入
検
査
等
で
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

  

２―
３
１
１
１ 

    

令
和
６
年
中
に
給
与
や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た

給
与
支
払
者(

法
人
・個
人
事
業
者
な
ど)

は
、
す
べ
て

の
給
与
受
給
者(

臨
時
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

事
業
専
従
者
を
含
む)

の
「令
和
７
年
度
給
与
支
払
報

告
書
」を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の
住
所
地
の
区
市
町

村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【提
出
書
類
】 

①
「給
与
支
払
報
告
書(

総
括
表)

」 

 

：提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

②
「給
与
支
払
報
告
書(

個
人
別
明
細
書)

」 

 

：給
与
受
給
者
１
人
に
つ
き
１
枚
作
成 

③
「普
通
徴
収
切
替
理
由
書(

兼
仕
切
書)

」 

 

：普
通
徴
収
の
給
与
支
払
報
告
書
が
あ
る
場
合
、 

提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

 

 

「令
和
６
年
分 

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」(

国
税
庁
制

作)(

※
１)

を
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
や
漏
れ
の
な

い
よ
う
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。 

手
書
き
用
の
「給
与
支
払
報
告
書(

複
写
式)

」(

同

時
に
所
得
税(

国
税)

の
「源
泉
徴
収
票
」も
作
成
可)

は
、
村
の
窓
口
に
て
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な

種
類
・枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
令
和
９
年
１
月
以
降
に
提
出
す
る
給
与
支

払
報
告
書
は
、
前
々
年
（令
和
７
年
）の
税
務
署
へ
提

出
す
べ
き
源
泉
徴
収
票
が
３０
枚
以
上
で
あ
る
給
与

支
払
者
は
、eL

T
A

X

ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
提

出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

e
L
T
A

X

に
よ
る
提
出
は
、
手
書
き
で
作
成
す
る

手
間
が
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
自
治
体
へ

の
申
告
を
一
括
し
て
行
え
る
な
ど
、
事
務
処
理
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひe

L
T
A

X

に

よ
る
提
出
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

【提
出
期
限
】１
月
31
日(

金) 

【提
出
場
所
】 

 

令
和
７
年
１
月
１
日(

令
和
６
年
中
に
退
職
し
た
場

合
は
、
退
職
日)

現
在
の
給
与
受
給
者
の
住
所
地
の
区

市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
村

が
住
所
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
小
笠
原
村
役
場 

財
政
課
税
務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所 

庶
務
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
村
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
を
一
時
的
に
雇

用
し
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
方
の
住
所
地
の
区
市
町

村
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。  

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
後
に
異
動
（転
勤
・退
職

な
ど
）が
あ
り
ま
し
た
ら
、
「給
与
所
得
者
異
動
届
出
」

（※
２
）の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ※
１
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

s://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

)

か
ら
取
得
で
き
ま

す
。
ま
た
、
村
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

※
２ 

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「財
政
課
」→

「税
申
請
・届

出
」→

「給
与
支
払
者
の
報
告
・届
出
」

(h
ttp

s://w
w

w
.v

ill.o
g
a
sa

w
a
ra

.to
k
y
o
.jp

/za
ise

i//za
is

e
i_sin

s
e
i/#

9
8
3
6
)

か
ら
取
得

で
き
ま
す
。
ま
た
、
村
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

   

２―

３
１
１
２ 

   

１２
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
３
期)

お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料(

第
３
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
は
、
固
定
資
産
税
１２
月
25
日(

水)

、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
１
月
６
日(

月)

と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
６
日(

月)

と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付

を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不

足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

   

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 
   

村
民
課 

住
民
係 

   

２―

３
１
１
３ 

  

【退
職
者
】《 

》内
は
旧
所
属 

11
月
24
日
付 

蓮
見 

知
子
〔保
育
士
〕  

《村
民
課
福
祉
係 

父
島
保
育
園
》 

11
月
30
日
付 

齋
藤 

樹
〔介
護
福
祉
士
〕 

《医
療
課
診
療
所
係 

太
陽
の
郷
》 

  

保
育
士
と
介
護
福
祉
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【受
験
資
格
】 

《保
育
士
》 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
免

許
を
有
し
、
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る

方 《介
護
福
祉
士
》 

昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

【申
込
締
切
】
12
月
20
日(

金) 
※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要
項
は
役
場

窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課 

総
務
係 

   

２―

３
１
１
１ 

    

小
笠
原
高
校
寄
宿
舎
の
生
徒
に
提
供
す
る
食
事
の

調
理
業
務
を
請
負
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
ま
た
は
、

個
人
の
方
を
募
集
し
ま
す
。 

(

た
だ
し
、
受
託
に
当
た
り
従
事
者
の
住
居
を
父
島
に

確
保
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。) 

【契
約
内
容
】  

１
年
間
を
通
じ
１
日
３
食
、
入
寮
生
の
食
事
を
調

理
し
提
供
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
高
校
の
春
季
・夏

季
・冬
季
休
業
中
は
除
く(

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
の
個

別
対
応
あ
り)

。 

【契
約
期
間
】 

 

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で 

【応
募
期
間
】
12
月
16
日(

月)

～
１
月
17
日(

金) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 

２―

２
３
４
６ 

   

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
と
弦
楽
四
重

奏
と
ソ
プ
ラ
ノ
の
小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
方
も
歓
迎
で
す
の
で
、

ご
家
族
皆
さ
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

《父
島
》 

【日
時
】
12
月
18
日(

水) 

 
    

   

開
場:

午
後
６
時
30
分 

 
     

  

開
演:

午
後
７
時 

【会
場
】小
笠
原
小
中
学
校 

体
育
館 

《母
島
》 

【日
時
】
12
月
19
日(

木) 

 
 
 
 
 
 

開
場:

午
後
６
時
30
分 

 
     

 

開
演:

午
後
７
時 

【会
場
】母
島
小
中
学
校 

体
育
館 

【そ
の
他
】 

 

○
屋
内
用
の
履
物
、
履
物
入
れ
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
。 

 

○
車
で
の
ご
来
場
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 

 

給
与
支
払
報
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い 

 
今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

 

 

東
京
都
交
響
楽
団
小
笠
原
公
演 

小
笠
原
高
校
寄
宿
舎
生 

賄
調
理
業
務
委
託
契
約
者
募
集 
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総
合
発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・地
域
の
皆

様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。 

 

【日
程
】
12
月
21
日(

土) 

【時
間
】 

 

１
年
生
発
表
：午
前
８
時
35
分
～
９
時
25
分 

 

２
年
生
発
表
：午
前
９
時
35
分
～
10
時
25
分 

 

３
年
生
発
表
：午
前
10
時
35
分
～
11
時
25
分 

【内
容
】 

 

１
年
生
「外
来
種
駆
除
活
動
・キ
ャ
リ
ア
学
習
」 

 

２
年
生
「小
笠
原
歴
史
学
習
・職
場
体
験
学
習
」 

 

３
年
生
「修
学
旅
行
・上
級
学
校
訪
問
」 

【場
所
】小
笠
原
小
中
学
校 

体
育
館 

【そ
の
他
】 

○
当
日
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
時
間
は
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 

２―

２
５
０
２ 

    

◎
「
お
が
っ
子
ア
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
」 

本
校
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し
て
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
美
術
・音
楽
の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
パ
ル
プ
粘
土
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、
プ
チ
音
楽

会
な
ど
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
！
親
子
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。  

【開
催
日
時
】
12
月
21
日(

土) 

 

《１
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者
》 

  
…

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

《３
～
５
歳
児(

年
少
～
年
長)

と
そ
の
保
護
者
》 

  
…

午
後
１
時
30
分
～
３
時 

【講
師
】本
校
教
科
担
当
者
・保
育
士 

【定
員
】各
10
組(

応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順) 

【参
加
費
】無
料 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
校 

２―

２
３
４
６ 

(

平
日
午
前
８
時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
５
時) 

          
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
で
は
、
島
外
へ

進
学
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
提
携
学
生
寮
の
入
居
費

用
の
一
部(
入
館
保
証
金
５
万
円
程
度)

を
立
て
替
え

る
「島
外
進
学
者
支
援
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
進
学
先
は
高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
な
ど
幅
広

く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

(

直
近
５
年
間
の
利
用
者
数
：町
村
計
15
名 

う
ち
中

学
校
卒
業
者
８
名 

高
校
卒
業
者
７
名) 

 

学
生
寮
で
は
朝
・夕
の
食
事
提
供
や
、
寮
長
・寮
母
に

よ
る
見
守
り
な
ど
、
保
護
者
様
に
代
わ
り
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。 

 

受
験
時
期
が
近
く
な
り
ま
す
と
、
希
望
寮
が
満
室

と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
学
生
寮
へ
の
入
居

を
ご
検
討
の
方
は
、
お
早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

  
 

  ●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

 
 

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

   

   

小
笠
原
海
上
保
安
署
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機

関
に
よ
り
、
排
出
油
等
を
原
因
と
し
た
海
洋
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
の
実
働
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

こ
の
訓
練
で
は
、
海
上
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展
張

し
ま
す
の
で
、
訓
練
時
間
中
に
訓
練
実
施
場
所
付
近

を
航
行
す
る
際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【実
施
日
時
】 

12
月
５
日(

木) 

午
前
10
時
15
分
～
正
午
ご
ろ
ま
で
の
間 

【実
施
場
所
】 

父
島
二
見
漁
港 

(

巡
視
船
み
か
づ
き
係
留
場
所
周
辺
海
域) 

                     

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

２―

７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

１１
月
２０
日
よ
り
、
母
島
出
張
所
の
各
担
当
に
ダ

イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
設
置
し
ま
し
た
。 

今
後
は
お
問
合
せ
先
の
担
当
へ
直
接
お
電
話
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁 

総
務
課 

経
理
担
当
２―

２
１
３
１ 

    

東
京
都
は
、
父
島
・母
島
の
小
笠
原
住
宅
の
２
戸
建

て
を
除
却
し
、
新
し
い
住
宅
を
整
備
す
る
建
替
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。 

建
替
事
業
に
伴
い
、
母
島
沖
村
ア
パ
ー
ト
２
戸
建

て
は
令
和
３
年
度
か
ら
新
規
入
居
者
の
募
集
を
停
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
除
却
ま
で
に
10
年
程
度
が

見
込
ま
れ
、
か
つ
、
活
用
可
能
な
住
宅
に
空
き
家
が

発
生
し
た
際
に
は
、
暫
定
的
に
入
居
可
能
と
し
て
い

ま
す
。 母島出張所ダイヤルイン番号 

担 当 電話番号 

事務担当（代表） ３－２１２１ 

技術担当 

電線共同溝整備担当 
３－５１３１ 

営農研修所 ３－５１３２ 

都レンジャー ３－５１３３ 

詳
細
・お
申
込
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
▼ 

訓練実施場所 

発電所 

海上保安署 

赤灯台 

水産試験所 

船客待合所 

小
笠
原
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

島
外
進
学
を
お
考
え
の
方
へ 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練
の
実
施 

(

父
島) 

小
笠
原
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

(

母
島) 

 

母
島
沖
村
ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
募
集 

 

小
笠
原
中
学
校 

総
合
発
表
会 
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こ
の
度
、
母
島
沖
村
ア
パ
ー
ト
で
条
件
に
合
っ
た
空

き
家
が
発
生
し
た
の
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【募
集
対
象
】 

「母
島
沖
村
ア
パ
ー
ト
」
25
号
棟
２
号
室
、 

26
号
棟
２
号
室
、
30
号
棟
１
号
室 

※
申
込
資
格
等
は
募
集
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【募
集
案
内
の
配
布
期
間
】 

12
月
９
日(

月)

～
27
日(

金)

ま
で
の
開
庁
日
。

(

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時) 

【募
集
案
内
配
布
場
所
・申
込
先
】 

 

○
小
笠
原
支
庁 

土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁 

母
島
出
張
所 

 

※
募
集
案
内
は
小
笠
原
支
庁
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

【申
込
受
付
期
間
】 

12
月
16
日(

月)

～
27
日(

金)

ま
で
の
開
庁
日
。

(

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
２
時
～

４
時
30
分) 

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
９
日(

月)

～
25
日(

水)

ま

で
の
消
印
有
効
。 

 

●
問
合
せ
先 

(

公
募
再
開
等
の
制
度
関
係) 

東
京
都
住
宅
政
策
本
部 

都
営
住
宅
経
営
部 

住
宅
整
備
課 

    

０
３―

５
３
２
０―

７
４
８
８ 

(

募
集
手
続
き
関
係) 

小
笠
原
支
庁 

土
木
課 

住
宅
担
当
２―

２
１
６
９ 

    

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

【募
集
期
間
】
12
月
20
日(

金)

ま
で 

【対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業  

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業  

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【補
助
対
象
団
体
】 

○
お
お
む
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、

代
表
者
・会
則
・名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【事
業
期
間
】  

令
和
６
年
12
月
１
日
～
令
和
７
年
11
月
30
日 

【募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《父
島
》総
務
課 

総
務
係 

《母
島
》母
島 

支
所
庶
務
係 

 ●
問
合
せ
先 

村
役
場 

総
務
課 

総
務
係      

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

    

【日
時
】２
月
６
日(

木)

午
後
１
時
３０
分
～ 

【会
場
】東
京
都
庁
内
会
議
室 

付
議
予
定
案
件
は
都
庁
都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

s://w
w

w
.to

sh
ise

ib
i.m

e
tro

.to
k
y
o
.l

g
.jp

/k
e
ik

a
k
u
/s

h
in

g
ik

a
i/y

o
te

i.h
tm

 )

又

は
都
庁
都
市
計
画
課
へ
。 

【傍
聴
の
申
込
み
方
法
】 

 

住
所
・氏
名
・電
話
番
号
・傍
聴
希
望
の
旨
を
記
載
し

た
往
復
は
が
き
を
都
庁
都
市
計
画
課
へ
。 

 

１
月
１５
日(

水)

消
印
有
効 

 

※
申
込
み
は
一
人
１
通
の
み
有
効
で
す
。 

※
傍
聴
者
と
し
て
決
定
し
た
方
に
は
、
決
定
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
。 

 

※
定
員(

１５
名)

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す(

抽
選
は
１
月
２３
日(

木)

に
都
庁
会
議
室
で

公
開
に
よ
り
実
施)

。 

 

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
案
件
な
ど
が
あ

る
と
き
は
、
会
議
が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

〒
１
６
３―

８
０
０
１  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２―

８―

１ 

 
 

 

東
京
都 

都
市
整
備
局 

都
市
づ
く
り
政
策
部 

都
市
計
画
課 

計
画
監
理
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
０
３―

５
３
８
８―

３
２
２
５ 

     

免
許
を
保
有
す
る
医
師
・歯
科
医
師
・薬
剤
師
お
よ

び
業
務
に
従
事
す
る
保
健
師
・助
産
師
・看
護
師
・准

看
護
師
・歯
科
衛
生
士
・歯
科
技
工
士
の
方
は
、
関
係

法
規
に
よ
り
隔
年
の
12
月
31
日
現
在
の
氏
名
・住

所
・就
業
地
等
の
事
項
を
届
け
出
る
事
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
は
こ
の
実
施
年
に
当
た

り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
届
け
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

【提
出
期
限
】１
月
15
日(

水) 

【提
出
先
】島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

※
届
出
用
紙
は
、
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
ま

で
。
12
月
中
に
診
療
所
等
の
村
内
施
設
に
配
布
予
定

で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所  

２―

２
９
５
１ 

 

保
健
医
療
局
医
療
人
材
課 

 

０
３―

５
３
２
０―

４
４
３
４ 

(

薬
剤
師
の
み)

保
健
医
療
局
薬
務
課 

 

０
３―

５
３
２
０―

４
５
０
３ 

   

【開
催
日
時
】
12
月
８
日(

日)

午
前
８
時
～ 

【場
所
】母
島
小
中
学
校
校
庭 

【主
催
】小
笠
原
警
察
署 

【申
込
締
切
】
12
月
４
日(

水)

午
後
５
時 

※
申
込
用
紙
は
駐
在
所
に
あ
り
ま
す
。 

※
経
験
の
有
無
を
問
わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

母
島
駐
在
所 

 
 
 
 

３―

２
１
１
０ 

     

令
和
７
年
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
武
道
始
式
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

【日
時
】１
月
５
日(

日)

午
後
２
時
～
４
時
30
分
ご
ろ 

【場
所
】海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊 

体
育
館 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

２―

２
１
１
０ 

   

【実
施
日
程
】
12
月
18
日(

水) 

【実
施
時
間
】午
後
７
時
～
午
後
８
時
３０
分 

【実
施
場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(

第
３
回) 

 

第

回
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会 

傍
聴
者
募
集 

 

医
療
従
事
者
の
届
出 

 

母
島
防
犯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

警
視
庁
小
笠
原
警
察
署
武
道
始
式 

 

 

行
政
相
談
所
の
開
設(

父
島) 
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【実
施
日
程
】
12
月
27
日(

金) 

【実
施
時
間
】午
前
１０
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
(

１
件
あ
た
り
お
お
む
ね
２０
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

    

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

    

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

 

  

【日
時
】
12
月
17
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

      

１２
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【父
島
】 

《日
時
》
１２
月
５
日(

木)

午
後
２
時
３０
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で

に
福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》
１２
月
１２
日(

木)

午
後
３
時
３０
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

 

【接
種
可
能
予
防
接
種
】 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係  
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所    
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

小
児
科
専
門
医
を
招
い
て
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【父
島
】 

《日
時
》
１２
月
６
日(

金) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
３０
分 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【母
島
】今
月
は
実
施
し
ま
せ
ん
。 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所     

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
フ
ロ
ス
の
使
い

方
な
ど
実
技
を
交
え
て
お
話
し
し
ま
す
。 

【対
象
者
】 

０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【日
時
】 

《０
歳
～
１
歳
６
か
月
ク
ラ
ス
》  

１２
月
１６
日(

月)

午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分 

《１
歳
７
か
月
～
３
歳
ク
ラ
ス
》 

１２
月
１６
日(

月)

午
前
１０
時
４５
分
～
１１
時
４５
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【申
込
み
】必
要 

【申
込
締
切
】
１２
月
13
日(

金) 

【持
ち
物
】い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

  

12
月
の
テ
ー
マ
は
「ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作
り
」で
す
。

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

【父
島
】 

《対
象
者
》１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

《日
時
》
12
月
25
日(

水) 

午
前
１０
時
～
１１
時
１５
分 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
い
い
服
装
・飲
み
物 

《申
込
締
切
》
12
月
20
日(

金) 

《募
集
組
数
》最
大
10
組 

 

※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。 

【母
島
】 

《対
象
者
》未
就
園
児
と
保
護
者 

《日
時
》
12
月
13
日(

金)

午
前
１０
時
～
１１
時 

《場
所
》母
島
支
所
大
広
間 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
い
い
服
装
・飲
み
物 

《申
込
締
切
》
12
月
12
日(

木) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

       

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【予
約
受
付
】 

 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分

～
午
後
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
12
月
７
日(

土)

午
前
９
時
～
正
午 

　 令和６年度　下半期　島しょ法律相談日　カレンダー

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

2 4 　 1 2 4 6 3 5 7 3 5 7

7 9 11 6 8 9 11 13 6 8 10 10 12 14 10 12 14

16 18 11 13 15 16 18 20 　 15 17 17 19 21 17 19 21

21 23 25 18 20 22 23 25 27 20 22 24 26 28 24 26 28

28 30 25 27 29 　 27 29 31 31

※　斜線の日程（祝日・年末年始）は、相談はお休みです。

２月 ３月

令和６年 令和７年

１０月 １１月 １２月 １月

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談  

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

 

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

 

育
児
学
級(

歯
科
の
会)(

父
島) 

 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ) 

 

小
児
科
専
門
診
療 
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【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
12
月
５
日(

木)

午
前
９
時
～
正
午 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所  

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所   

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

※
全
て
予
約
制
で
す
。  

【予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
午
後

５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

【父
島
】 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

《日
時
》
12
月
20
日(

金)

～
25
日(

水) 

 
  

 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 
[

注
：
12
月
21
日(

土)

・
22
日(

日)

は
休
診
で
す] 

【母
島
】 

《場
所
》母
島
診
療
所 

《日
時
》
12
月
18
日(

水) 

午
前
９
時
～
正
午
・午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所   

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
     

 

母
島
診
療
所 

 
 
  

３―

２
１
１
５ 

      

  

【歯
科
】(

父
島) 

《休
診
日
》
12
月
27
日(

金)

～
１
月
８
日(

水) 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

    

年
末
年
始
に
よ
る
診
療
所
の
休
診
期
間
が
長
い
た

め
、
臨
時
に
外
来
診
療
を
実
施
し
ま
す
。 

【医
科
】父
島
・母
島
共
通
で
す
。 

《実
施
日
》１
月
２
日(

木) 

《受
付
時
間
》午
前
８
時
30
分
～
11
時 

※
歯
科
は
、
父
島
・母
島
と
も
に
お
休
み
で
す
。 

※
年
末
年
始
は
院
外
の
調
剤
薬
局
も
お
休
み
に
な
り

ま
す
。
１
月
上
旬
に
お
薬
が
な
く
な
る
方
は
、
12

月
中
旬
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所   

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

   
 

３―

２
１
１
５ 

    

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム
『太
陽
の
郷
』で
は

入
居
の
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
先
ず
は
、
太
陽
の
郷

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
、

「老
人
ホ
ー
ム
入
居
申
請
書
」を
お
渡
し
い
た
し
ま
す

の
で
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
太
陽
の
郷
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

既
に
申
込
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
再
度
、
入
居
を
希

望
さ
れ
る
方
も
太
陽
の
郷
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【受
付
期
間
】 

12
月
２
日(
月)
～
16
日(

月) 

※
後
日
、
入
居
審
査
会
を
開
催
し
入
居
の
決
定
を
行

い
ま
す
。 

※
入
居
審
査
会
で
は
、
介
護
度
お
よ
び
身
体
・生
活

環
境
・緊
急
性
等
を
考
慮
し
入
居
を
決
定
い
た
し

ま
す
。 

【入
居
対
象
者
】次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

①
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
居
住
し
て
い

た
方(

お
お
む
ね
１０
年
以
上) 

②
６５
歳
以
上
の
方
で
介
護
保
険
法
第
１９
条
第
１
号

の
規
定
に
よ
り
要
介
護
者
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
そ

の
該
当
す
る
要
介
護
状
態
区
分
に
つ
い
て
、
市
町
村
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方 

③
村
長
が
必
要
と
認
め
た
方(

居
宅
に
お
い
て
介
護

が
困
難
な
ど
施
設
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
必
要

性
が
高
い
方) 

【入
居
利
用
料(

月
額)

】 

〇
居
住
費
２
６
，
０
０
０
円 

〇
管
理
費
２
６
，
０
０
０
円 

〇
食
費(

１
食
５
０
０
円×

食
事
分) 

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
料 

(

介
護
１
：１
７
，
１
３
０
円
、
介
護
２
：１
９
，
２
３

０
円
、
介
護
３
：２
１
，
３
３
０
円
、
介
護
４
：２
３
，

４
０
０
円 

介
護
５
：２
５
，
５
３
０
円) 

※
そ
の
他
、
詳
細
に
関
し
て
は
、
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
小
笠
原
村
診
療
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

 

小
笠
原
村
立
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

太
陽
の
郷 

 

２―

３
８
８
１ 

 

    

12
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

              

                      

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引 

 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝
台

分
が
片
道
30
％
割
引
に
な
る
「村
民
割
引
」を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80
％
割
引
に
な
る
「村
民
往
復
割
引
」を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「乗
船
券

購
入
申
込
書
」(

割
引
申
請
書)

と
次
の
証
明
書
類(

有

料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可)

を
必
ず
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

【証
明
書
類
】 

①
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書(

カ
ー
ド
式
ま
た

は
一
回
式) 

②
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証 

③
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

※
無
賃
の
幼
児
・乳
児
は
不
要
で
す
が
、
小
人(

有
料

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

臨
時
外
来
診
療
実
施
の
お
知
ら
せ 

 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム『
太
陽
の
郷
』 

入
居
申
請
に
つ
い
て 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人 学生

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 4,960 2,480 3,970

(+9,660) (+8,270) (+4,840) 16,756 (+1,010) (+500) (+810)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 5,960 2,980

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,220) (+610)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,741

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,293)

46,350 23,180 29,580 9,132

(+7,570) (+3,790) (+4,840) (+1,212)

29,920 14,960 21,370 8,523

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,131)

22,540 11,270 16,100 975

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+129)

19,780 9,890 14,130 736

(+3,230) (+1,610) (+2,310) (+98)

5,000 3,000

2等和室 小口
0.075t以

下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t
以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

12月の燃料油価格変動調整金
※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
ご
乗
船
の
７
日
前
ま
で
　
に
購

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
1

‐
5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
5

‐
3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人 学生

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 4,960 2,480 3,970

(+9,660) (+8,270) (+4,840) 16,756 (+1,010) (+500) (+810)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 5,960 2,980

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,220) (+610)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,741

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,293)

46,350 23,180 29,580 9,132

(+7,570) (+3,790) (+4,840) (+1,212)

29,920 14,960 21,370 8,523

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,131)

22,540 11,270 16,100 975

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+129)

19,780 9,890 14,130 736

(+3,230) (+1,610) (+2,310) (+98)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t
以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

12月の燃料油価格変動調整金
※
ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
ご
乗
船
の
７
日
前
ま
で

に
購
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
1

‐
5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

‐
3
4
5
5

‐
3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復
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の
幼
児
含
む)

の
方
も
「村
民
割
引
」適
用
の
際
は

居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運(

株)
父
島
営
業
所
・伊
豆
諸
島
開
発

(

株)

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

     

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
電
気
設
備
の
安
全
点
検

を
「東
京
電
気
安
全
サ
ー
ビ
ス
」会
社
が
行
い
ま
す
。 

 

調
査
員
は
、
調
査
員
証(

顔
写
真
入
り)

を
付
け
た

ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
訪
問
し
ま
す
。 

ま
た
、
安
全
点
検
に
伴
い
停
電
の
ご
了
承
を
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
は
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。(

安
全
点
検

で
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。) 

 

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。 

【実
施
期
間
】
１２
月
11
日(

水)

～
２０
日(

金) 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０―

９
９
５-

０
０
７ 

    

「不
用
品
交
換
会
」と
は
、
い
わ
ゆ
る
物
々
交
換
の

場
で
は
な
く
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
も
の
を
会

場
に
持
っ
て
来
た
り
、
会
場
内
の
も
の
を
持
ち
帰
っ
た

り
す
る
会
で
す
。(

ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。) 

ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【日
時
】
12
月
８
日(

日) 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で 

※
今
回
は
午
後
も
開
催
し
ま
す
。(

会
場
持
ち
込
み

は
、
午
前
９
時
か
ら) 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル 

【そ
の
他
】 

○
リ
サ
イ
ク
ル
料
の
か
か
る
品
物(

テ
レ
ビ
等)

は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

○
会
場
の
準
備
、
片
付
け
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

不
用
品
交
換
会(

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会) 

２―

２
４
８
６ 

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
元
旦
の
海
び
ら
き
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

◎
日
本
一
早
い
海
び
ら
き
！ 

【日
時
】１
月
１
日(

水) 
 

午
前
９
時
30
分
～ 

【場
所
】大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

※
荒
天
時
は
中
止(

小
雨
決
行) 

 

な
お
、
年
末
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
実
施

し
ま
せ
ん
。
恒
例
の
「一
年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
」は
、
12
月
31
日
（火
）午
後
６
時
か
ら
動
画
配

信
し
ま
す
。 

  

◎
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
大
募
集
！ 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
元
旦
の
海
び
ら
き
イ

ベ
ン
ト
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】 

 

①
12
月
31
日(

火)

午
前
９
時
～
午
後
１
時
ご
ろ 

 

②
１
月
１
日(

水)

午
前
８
時
～
午
後
３
時
ご
ろ 

※
別
途
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

※
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
し
て
頂
け
る
方
を
希

望
し
ま
す
が
、
①
②
の
い
ず
れ
か
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

【募
集
人
数
】
20
名
程
度 

【仕
事
内
容
】 

ス
テ
ー
ジ
設
営
・撤
収
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営 

ほ
か 

海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
時
の
司
会
、
海
で
の
安
全
管

理(

有
資
格
者) 

【時
給
】１
，
５
０
０
円
／ 

１
，
８
０
０
円(

司
会
、
海
で
の
安
全
管
理
者) 

【応
募
方
法
】 

 

応
募
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

【応
募
締
切
】
12
月
15
日(

日)

午
後
５
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 
 
 
 

 

２―

２
５
８
７ 

      

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

12
月
９
日(

月) 

午
前
11
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

12
月
10
日(

火)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係)  

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

             

◎
小
笠
原
村
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【実
施
区
間
】 

夜
明
道
路
～
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋

沢
～
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺 

※
主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。 

※
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域
に
入
る

際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【作
業
日
程
】
12
月
９
日(

月) 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

 

◎
東
京
都
が
実
施
す
る
ノ
ヤ
ギ
排
除 

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
行
い
ま
す
。
本

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
国

■
動
物
を
持
込
む
際
は
申
告
し
ま
し
ょ
う 

村
に
持
ち
込
ま
れ
る
動
物
を
把
握
す
る
た
め
、 

動
物
の
持
込
み
申
告
制
度
の
試
行
を
実
施
中
で
す
。 

申
告
方
法
等
の
詳
細
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

持込み申告 
ホームページ 

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド(

株) 

小
笠
原
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
不
用
品
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す

(

父
島) 

「
年
始
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
」 

応
募
フ
ォ
ー
ム
▼ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
・
排
除 

(

父
島) 

Y
o
u
tu

b
e

▼ 
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有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め
に
い

た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー

ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【作
業
時
間
】午
前
７
時
～
午
後
３
時 

 
 
 
 
 
 
 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【作
業
区
域
】巽
湾
周
辺
～
小
港
ま
で
の
沿
岸
お
よ
び

そ
の
周
辺
山
域(

住
宅
地
お
よ
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
を
除
く
。) 

            

【作
業
日
程
お
よ
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

12
月
１
日(

日) 

 

三
日
月
山
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行

止
め
区
間
な
し 

12
月
２
日(

月) 

 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

12
月
３
日(

火) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

12
月
４
日(

水) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
８
日(

日) 

 

鳥
山
・三
日
月
山
・沿
岸
部
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、

通
行
止
め
区
間
な
し 

12
月
15
日(

日) 

 

天
之
浦
山
・巽
崎
周
辺
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止

め
区
間
な
し 

12
月
16
日(

月) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

12
月
17
日(

火) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
21
日(

土) 

 

赤
旗
山
・巽
谷
・中
海
岸
・西
海
岸
周
辺
で
の
作
業
に

つ
き
、
通
行
止
め
区
間
な
し 

12
月
22
日(

日) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
23
日(

月) 

 

①
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

     
国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
入
林
す
る
た

め
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
講
習
は
配
布

し
た
資
料
を
各
自
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書

類
の
提
出
を
持
っ
て
修
了
と
し
ま
す
。 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て
お
申
込
み

い
た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

１
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
簡
易
講
習 

 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
を
対
象
に
講
習
を
実
施

し
ま
す
。 

 

指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
の
修
了

と
入
林
申
請
書
の
提
出
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
「年
間

パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 

２
調
査
研
究
簡
易
講
習 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
調
査
・研
究
及
び
作
業

等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る
方
を
対
象
に
講
習
を
実
施

し
ま
す
。 

 

入
林
す
る
た
め
に
は
、
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
簡

易
講
習
に
加
え
調
査
研
究
簡
易
講
習
の
受
講
と
入
林

申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
有

効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ
】 

 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
ま
で
に
提
出
。 

 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】
12
月
20
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
４
０
３ 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課   

２―

２
１
０
３ 

     

父
島
・母
島
・聟
島
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内

（国
有
林
）の
指
定
ル
ー
ト
を
、
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教

育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
習
を
受
講
し
た
方
に
は
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
２
年
間
有
効
の
入
林
パ
ス
を
発

行
し
ま
す
。 

父
島
、
母
島
の
現
地
会
場
で
の
講
習
と
併
せ
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
習
も
実
施
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
講
習
は
、
父
島
、
母
島
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
受

講
い
た
だ
け
ま
す
。  

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。 

 

◎
ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導 

者
講
習  

【対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上(

令
和
７

年
４
月
１
日
時
点)

の
方
で
、
指
定
ル
ー
ト
を
ガ
イ
ド

お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
。 

《父
島
》 

【日
時
】１
月
20
日(

月)  

 
 
 
 
 
 
(

新
規)

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分  

 
 
 
 
 
 
(

更
新)

午
後
４
時
～
５
時
30
分  

【申
込
締
切
】１
月
17
日(

金) 

《母
島
》 

【日
時
】２
月
３
日(

月)  

 
 
 
 
 
 
(

新
規)

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分  

 
 
 
 
 
 
(

更
新)

午
後
４
時
～
５
時
30
分  

【申
込
締
切
】１
月
31
日(

金) 

 

◎
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ―

 

利
用
者
講
習  

【対
象
者
】 

「ガ
イ
ド
及
び
環
境
教
育
指
導
者
講
習
」を
受
講
さ

れ
た
方
、
ま
た
は
「小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

登
録
ガ
イ
ド(

陸
域
ガ
イ
ド)

」の
方
で
東
平
ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
林
内
歩
道(

ル

ー
ト
２)

を
ガ
イ
ド
お
よ
び
環
境
教
育
指
導
者
と
し

て
利
用
さ
れ
る
方
。 

《父
島
》 

【日
時
】１
月
20
日(

月) 

 
 
 
 
 
 
(

新
規
・更
新)

午
後
６
時
～
７
時  

【申
込
締
切
】１
月
17
日(

金)  

《母
島
》  

【日
時
】２
月
３
日(

月) 

 
 
 
 
 
 
(

新
規
・更
新)

午
後
６
時
～
７
時 

【申
込
締
切
】１
月
31
日(

金) 

 

◎
共
通
事
項 

【会
場
】 

《父
島
》小
笠
原
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室 

《母
島
》母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会(

父
島
・
母
島) 

 

ガ
イ
ド
・
環
境
教
育
指
導
者
向
け 

利
用
者
講
習
会 
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※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り 

【申
込
方
法
】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

電
話
ま
た
は
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

   

●
申
込
み
・問
合
せ
先  

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

   
２―

３
４
０
３ 

   

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と
い

う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大
き

な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
わ

た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和
６０
年

以
降
、
お
よ
そ
４０
年
に
わ
た
っ
て
再
侵
入
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

最
近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
、
令
和
５
年

に
沖
縄
県
、
長
崎
県
及
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
ミ
カ

ン
コ
ミ
バ
エ
の
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘
殺
が
確
認
さ
れ
、
定

着
を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
２７
年
に
鹿
児
島
県
奄
美

大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
寄
主

果
実
の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８
０
０

ト
ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生

地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り

再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合

事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
侵
入
調

査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【小
笠
原
で
輸
入
・輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で
も
、

海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島
に
荷

物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合

は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫

が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
植
物

防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ

る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の
持
ち
出
し
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・苗
木
等
の
土
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
は
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の

卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土

壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に

小
笠
原
総
合
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

《害
虫
》ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《植
物
》ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ(
空
心

菜)

、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の
生
茎
葉
及
び

地
下
部 

【土
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

《宅
配
便
・貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
１５
分) 

《手
荷
物
・携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

 

２―

２
１
０
２ 

   

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
は
オ
ナ
ガ
ミ
ズ
ナ
ギ

ド
リ
の
巣
立
ち
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
属
島
な
ど
か
ら
巣

立
っ
た
若
鳥
が
、
雨
や
曇
り
の
夜
に
、
街
の
灯
り
に
誘

わ
れ
て
次
々
と
不
時
着
し
ま
す
。 

そ
ん
な
と
き
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
実
際
に
手
順

を
示
し
な
が
ら
安
全
な
保
護
の
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー

し
ま
す
。 

【日
時
】
12
月
２
日
（月
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【場
所
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【内
容
】海
鳥
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識 

 
 
 
 

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
類
の
安
全
な
保
護
方
法 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

２―

２
１
２
５ 

    

◎
特
別
展
示
『
マ
イ
マ
イ
と
う
ん
こ
』 

 

う
ん
こ
は
汚
い
も
の
、
見
た
く
な
い
も
の
、
と
思
わ

れ
が
ち
。
だ
け
ど
、
毎
日
お
世
話
を
し
て
い
る
と
、
出

て
く
る
う
ん
こ
に
愛
着
も
湧
い
て
き
ま
す
。 

 

絶
滅
危
惧
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
を
増
や
し
て
帰
す
要
を

担
う
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
飼
育
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
よ
る

「マ
イ
マ
イ
と
う
ん
こ
」を
個
性
的
な
見
か
た
で
ご
紹

介
し
ま
す
。
併
せ
て
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
！ 

【期
間
】
12
月
４
日(

水)

～
１
月
４
日(

土) 

【開
館
日
】 
お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

【開
館
時
間
】 
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

◎
講
演
会 

 

爬
虫
類
も
、
昆
虫
も
、
魚
も
、
ほ
乳
類
も
、
マ
イ
マ
イ

も
、
う
ん
こ
を
し
ま
す
。
動
物
園
、
水
族
園
、
遺
産
セ

ン
タ
ー
の
飼
育
の
プ
ロ
か
ら
、
様
々
な
生
物
の
う
ん
こ

の
様
々
な
見
方
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
う
ん
こ
は
マ
イ
マ
イ
の
保
全
に
情
報
提
供
し

て
く
れ
ま
す
。
父
島
の
飼
育
か
ら
南
島
の
野
生
復
帰

ま
で
、
保
全
で
の
う
ん
こ
の
役
立
ち
方
も
ご
紹
介
し

ま
す
。 

【日
時
】
12
月
５
日(

木)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【会
場
】小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
オ
ン
ラ
イ
ン 

 
 
 
 

※
申
込
み
不
要
で
す
。 

 

◎
年
末
年
始
の
お
知
ら
せ 

【開
館
日
】 

１２
月
29
日(

日)

、
30
日(

月)

、
１
月
３
日(

金)

、

１
月
４
日(

土)

、
以
降
通
常
通
り 

【開
館
時
間
】午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
確
認
で
き
ま

す
。 

   

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

     

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
傍
聴
で
き
ま
す
。 

【日
時
】
12
月
20
日(

金) 

 
 
 
 
 

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分(

予
定) 

【会
場
】 

 

《母
島
》村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

《父
島
》小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

【会
議
の
議
題(

予
定)

】 

母
島
部
会
継
続
課
題
の
令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
▼ 

遺産センターHP 

公式インスタグラム 

植
物
防
疫
制
度
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

「
海
鳥
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
」(

父
島) 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

の
お
知
ら
せ 

 

「
令
和
６
年
第
２
回
小
笠
原
諸
島 

世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
」 
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の
報
告 

ほ
か 

【申
込
方
法
】 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
メ
ー
ル
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
会
場
で
の
傍
聴
は
、
申
込
み
不
要
で
す
。 

《申
込
み
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》 

 
c
h
iik

i_O
G

A
@

ja
fta

.o
r.jp

 

《記
載
事
項
》 

 

件
名
：「小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会

議
の
傍
聴
登
録
」 

 

本
文
：氏
名
、
所
属
名(

個
人
の
場
合
、
所
属
名
は
不

要
で
す
。) 

【申
込
締
切
】
12
月
13
日(

金)

午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

      

小
笠
原
の
貴
重
な
鳥
「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
」

を
守
る
た
め
に
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
進
捗
状
況
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。 

【日
時
】
12
月
６
日(

金)

午
後
６
時
30
分
～ 

【場
所
】母
島
支
所 

大
広
間 

【内
容(

予
定)

】 

○
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
概
要(

環
境
省) 

○
母
島
列
島
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
状
況(

林
野
庁
、
ア
イ

ラ
ン
ズ
ケ
ア) 

○
ド
ロ
ー
ン
殺
鼠
剤
散
布
機
試
験
結
果(

環
境
省) 

○
平
島
ネ
ズ
ミ
対
策(

小
笠
原
村) 

○
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
飼
育(

東
京
都) 

○
向
島
・姪
島
ネ
ズ
ミ
対
策(

東
京
都) 

※
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

母
島
自
然
保
護
官
事
務
所
３―

２
５
７
７ 

   

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
、
観
光
船
入
港
中 

 

12
月
25
日(

水)

は
電
気
工
事
の
た
め
休
館
し
ま
す
。 

12
月
29
日(

日)

～
１
月
11
日(

土)

ま
で
毎
日
開
館 

【開
館
時
間
】午
後
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

【特
別
展
】 

◎
写
真
展
「
昔
の
小
笠
原
」(

新
館)

開
催
中 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

◎
「
ト
ビ
ケ
ラ
展
～
川
の
ち
い
さ
な
芸
術
家
」  

(

本
館)
開
催
中 

小
笠
原
の
水
生
昆
虫
ト
ビ
ケ
ラ
の
お
ど
ろ
く
べ
き

進
化
と
、
島
内
外
の
ト
ビ
ケ
ラ
が
紡
ぐ
筒
巣(

つ
つ
す)

の
不
思
議
を
紹
介
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

２―

３
０
０
１ 

      

「ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
開
幕
！
」 

 

い
よ
い
よ
今
年
も
、
Ｂ
し
っ
ぷ
の
前
で
ク
ジ
ラ
の
ぼ

り
が
泳
ぎ
始
め
ま
し
た
。
２
０
２
４
／
２
５
シ
ー
ズ
ン

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
初
観
測
日
は
、
11
月
２
日
。
発
見

場
所
は
父
島
列
島
の
西
側
海
域
で
し
た
。
昨
シ
ー
ズ

ン
の
発
見
日
も
11
月
２
日
で
、
偶
然
に
も
２
年
連
続

で
同
じ
日
で
す
。
伊
豆
諸
島
で
は
、
御
蔵
島
で
10
月

22
日
、
三
宅
島
で
10
月
24
日
に
初
観
測
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
ハ
ワ
イ
で
は
10
月
８
日
に
見
つ
か
っ
た
そ
う

で
、
他
の
海
域
で
も
続
々
と
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
小
笠
原
の
海
が
ク
ジ
ラ
た
ち
で
賑

わ
う
の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
！ 

 

さ
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か

け
て
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30

分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
直
近
３
年

間
の
結
果
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と(

図)

、
昨
シ
ー
ズ

ン
の
ピ
ー
ク
時
期(

２
～
３
月)

は
、
そ
の
前
の
２
シ
ー

ズ
ン
を
上
回
る
発
見
数
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

昨
シ
ー
ズ
ン
の
２
月
前
半
の
平
均
発
見
頭
数
は
約
30

頭
で
、
こ
れ
は
過
去
24
年
間
に
お
け
る
半
月
ご
と
の

平
均
発
見
頭
数
の
最
高
記
録
で
し
た
。
過
去
３
年
間

は
年
々
ピ
ー
ク
時
期
が
早
ま
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
２
０
２
４
／
２
５
シ
ー
ズ
ン
は
い
つ
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

今
年
も
Ｂ
し
っ
ぷ
内
の
掲
示
板
や
Ｏ
Ｗ
Ａ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

(

Ｘ)

で
、
毎
朝
の
観
測
結
果
を
お
伝
え
し
ま
す
。
毎
月

の
村
民
だ
よ
り
と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
毎
朝
の
速
報
も

ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

                   

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 12

月
か
ら
５
月
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時
期

と
な
り
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
あ

た
り
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観
察
で
き

る
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
283 

 ―

ふ
化
場
の
子
ガ
メ
が
海
に
帰
り
ま
し
た―

 

  

今
年
の
夏
も
た
く
さ
ん
の
産
卵
巣
で
埋
め
尽
く
さ

れ
て
い
た
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
で
す
が
、
10
月

28
日
の
子
ガ
メ
の
脱
出
を
最
後
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
ふ

化
場
で
の
全
て
の
ふ
化
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ガ
メ
の
夜
間
放
流
会
に
は
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
島
民
、
観
光
客
の
皆
さ
ま
合
わ
せ

て
の
べ
１
３
３
５
名
の
方
々
に
子
ガ
メ
の
旅
立
ち
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
も
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
把
握
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
大
村
海

岸
の
産
卵
巣
か
ら
ふ
化
し
た
子
ガ
メ
達
が
、
街
の
方

に
迷
走
し
て
し
ま
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
お
祭
り
広

場
ま
で
歩
い
て
出
て
き
て
し
ま
う
こ
と
が
何
度
も
あ

オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
保
全 

に
関
す
る
住
民
説
明
会(

母
島) 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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「村
民
だ
よ
り
」「ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」へ
の 

ご
意
見
募
集
し
ま
す 

 

 
 

「村
民
だ
よ
り
」 

「小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

自
主
放
送
番
組)

」 

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！ 

 

ぜ
ひ
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【回
答
方
法
】 

ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト(G

o
o
g
le

フ
ォ
ー
ム
を
利
用) 

h
ttp

s://fo
rm

s.g
le

/5
Y

N
9
e
v
M

U
y
p
tB

W

k
N

A
7
 

  (

窓
口
で
用
紙
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。) 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２
―
３
１
１
１ 

り
、
多
く
の
方
々
に
子
ガ
メ
の
回
収
や
放
流
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、
天
然
浜
で
確
認

し
た
産
卵
巣
を
ふ
化
後
に
掘
り
返
し
、
ど
れ
く
ら
い

の
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
た
か
、
ま
た
ふ
化
で
き
な
か
っ
た

卵
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
を
調
べ
る
「ふ
化
後
調
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
８
月
中
旬
の
台
風
の
影
響

に
よ
り
、
特
に
宮
の
浜
の
よ
う
な
奥
行
き
が
狭
い
海

岸
で
は
、
多
く
の
産
卵
巣
の
水
没
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
卵
の
中
の
胚
は
呼
吸
を
し
て
い
る
た
め
、
長
時
間

水
に
浸
か
る
と
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
加
え
て
、
高
波

や
大
雨
に
よ
り
産
卵
巣
が
流
さ
れ
て
し
ま
う
「流
出
」

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
笠
原
の
産
卵
巣
は

カ
ニ(

主
に
ミ
ナ
ミ
ス
ナ
ガ
ニ)

に
よ
る
食
害
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
の
が
特
徴
で
、
砂
浜
に
お
け
る
カ

ニ
の
生
息
数
が
ふ
化
率
の
良
し
悪
し
に
直
結
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
産
卵
巣
の
ふ
化
状
況
は
食
害
や

水
害
な
ど
の
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
の
、

そ
れ
ら
を
全
て
取
り
除
い
て
産
卵
巣
を
守
る
の
で
は

な
く
、
ど
れ
く
ら
い
の
産
卵
巣
が
ど
の
よ
う
な
被
害

に
遭
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。 手

の
感
覚
を
頼
り
に
ひ
た
す
ら
卵
を
掘
り
出
す
ふ

化
後
調
査
。
砂
の
中
に
取
り
残
さ
れ
た
子
ガ
メ
が
出

て
き
た
り
カ
ニ
が
出
て
き
た
り
は
良
く
あ
り
ま
す
が
、

目
で
穴
の
中
を
確
認
し
な
が
ら
掘
っ
て
い
な
い
の
で
、

突
然
動
く
も
の
に
手
が
当
た
る
と
と
て
も
驚
き
ま
す
。

何
が
出
て
く
る
の
か
分
か
ら
な
い
ス
リ
ル
を
味
わ
え

る
の
も
、
ふ
化
後
調
査
の
醍
醐
味
で
す
。 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２‐

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
五
貝
「
他
人
の
空
似
」 

 

進
化
に
は
と
き
ど
き
、
他
人
の
空
似
、
と
い
う
現
象

が
あ
っ
て
、
分
類
学
者
を
惑
わ
せ
ま
す
。
強
い
種
類
に

擬
態
し
て
、
そ
っ
く
り
な
姿
に
な
っ
た
も
の
も
い
る
し
、

同
じ
環
境
で
同
じ
生
き
方
に
適
応
し
た
結
果
、
似
た

姿
に
な
っ
た
も
の
も
い
ま
す
が
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
場
合
、

他
人
の
空
似
の
原
因
は
、
主
に
後
者
で
す
。 

小
笠
原
の
カ
タ
ツ
ム
リ
は
、
特
に
他
人
の
空
似
が
多

く
、
違
う
系
統
の
種
が
、
同
じ
色
、
形
に
収
れ
ん
し
ま

す
。
カ
タ
マ
イ
マ
イ
類
に
そ
の
例
が
多
い
の
で
す
が
、

小
型
の
種
類
で
も
、
た
と
え
ば
、
母
島
の
マ
キ
ス
ジ
ヤ

マ
キ
サ
ゴ
と
媒
島
の
マ
キ
ス
ジ
ヤ
マ
キ
サ
ゴ
は
、
同
じ

名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
形
で
は
区
別
が
ほ

と
ん
ど
つ
か
な
い
の
に
、
実
は
遺
伝
子
の
レ
ベ
ル
で
大

き
く
違
い
ま
す
。 

最
近
は
私
も
目
が
慣
れ
て
、
ど
れ
も
区
別
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
小
笠
原
に
来
た
と

き
は
、
ま
る
で
違
い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
は

い
え
、
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
種
類
も
い
ま
す
。
た
と

え
ば
微
小
な
ノ
ミ
ガ
イ
類
。
私
に
は
そ
れ
が
小
さ
な

点
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。 

昔
、
一
流
の
打
者
に
は
投
手
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
が
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
大
き
く
見
え
て
い
る
、
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
長
年
ノ
ミ

ガ
イ
を
研
究
し
、
分
類
で
き
る
和
田
氏
に
は
、
そ
れ

が
ホ
ラ
ガ
イ
の
よ
う
に
大
き
く
見
え
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。 

ち
な
み
に
長
い
こ
と
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
し
て

い
る
の
で
、
収
れ
ん
が
起
き
て
、
読
者
に
は
筆
者
の
違

う
文
章
の
区
別
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
は
ず
、
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
９
月
号
当
該
記
事
の
執
筆
者
を
和
田
と

し
て
し
ま
っ
た
点
、
改
め
て
お
詫
び
し
ま
す
。
た
だ
し
、

あ
く
ま
で
誤
植
。
文
章
が
巧
み
で
フ
ァ
ン
の
多
い
和
田

氏
に
擬
態
し
よ
う
と
企
て
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

              

【文
】東
北
大
学 

千
葉 

聡 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 
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節電のために、まずは「消費電力量が多い家電は何か？」
を知ることが大切です。 

小笠原村 

環境課 

2－2270  

小笠原村では、今年 3月に策定した「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）～スイッチおがさわライフ ゼロカーボン大作戦～」
の目標達成のために、省エネやごみの減量化の取組を進めています。その一環として、家庭や事業所で行える省エネや家庭での生ごみ
コンポスト普及に向けたワークショップを開催しました。今回は、ワークショップの内容や結果についてご紹介します。 

ワークショップは、「家電の省エネ対策」と「家庭の生ごみコンポスト」

の２部構成で開催しました。当日は、父島会場から 28 人、オンラインで

13 人がワークショップに参加しました。 

第１部 家電の省エネ対策 

第２部 家庭の生ごみコンポスト 

東京電力パワーグリッド株式会社から家庭でできる省エネ対策として、家電の節電方法について学び、 
小笠原村から省エネに関する支援のお知らせを行いました。 

 

専門家からコンポストについて学ぶとともに、小笠原村から数種のコンポストの試行結果やコンポストに
使用する土の入手方法の紹介を行いました。また、ワークショップに合わせて公募したコンポストモニター
（村民 19 名）の方からは、今後、使用状況を報告いただく予定です。 

 

省エネ支援の取組 

家庭から出る生ごみや落ち葉などの有機物を微生物の働き
によって発酵・分解するものです。ステーション回収する生
ごみの削減にもつながります。 

モニターで採用したコンポストは、土の中の微生物の力で生ごみを分解する
ので、微生物がたくさん含まれた土を選んで使用する必要があります。 

 

家庭での消費電力を意識するために、 
小笠原村ではソーラーパネルとポータブル電源の貸し出しを行っています。
これらを使用することで、日常的に使っている家電がどのくらいエネルギー
を消費しているかを把握することができます。 

エアコンの節電方法 

★エアコンの設定温度を「自動」にする 

★エアコンのフィルターのお手入れをする 

★使わないときはコンセントプラグを抜く 

夏季・冬季ともに 

エアコン・冷蔵庫・照明 

エネルギー消費の多い家電 TOP３ 

 

冷蔵庫の節電方法 

★冷蔵庫内にものを詰め過ぎない 

★冷蔵庫の設定温度を調節する 

★冷蔵庫内の温度を上げない 

節電することで、環境にやさしく電気代もお得に！ 省エネは我慢ではありません。少しの工夫で大きな結果を出すことを意識しましょう。 

ソーラーパネル 

 貸し出しについて 

・1 セットしかないので、日程は要調整 

・貸し出し期間は 10 日間／世帯 

・使用後、簡単な使用報告にご協力ください 

ポータブル電源 

 
当日の質疑・意見 

省エネのためには 
家の断熱性能も大事 

内地や他の島の土は使わずに 

父島・母島それぞれの島で採取した土を使ってください 

Q. コンポストのフタは何でもいい？ 

  A. 太陽の熱で発酵が進むので、 
          透明なプラスチック製のものがおすすめです 

当日の質疑・意見 

生ごみコンポストって？ 

コンポストのつくり方・使い方 

① フタとケースを用意し、土を入れる 

② 生ごみが十分に入りきるよう、深めに土を掘る 

③ 生ごみを投入する（生ごみの水気は切らない） 

④ 生ごみが土の表面に出ないよう土を被せる 

⑤ 次回投入する場所は今回投入した箇所を避ける 

コンポストで使用する土 

家電の節電方法 

! 

●日時 令和６年 10 月 9 日  18：30～20：00 

●場所 父島：地域福祉センター大会議室 母島：オンライン配信 

お家でできる省エネ＆生ごみコンポスト 開催結果報告

おがさわら 電気使用量報告 (2024 年 8月～10月) 

父島 

※各島の発電所からの送電電力量（月別）データを基に、過去２年の送電電力量の平均値と 2024年の送電電力量を比較しています。 

母島 
過去２年の同時期と比べて… 

8月 ： 1.1％ 減 

9月 ： 2.0％ 減 

10月：12.6％ 増 

過去２年の同時期と比べて… 

8月 ： 4.6％ 増 

9月 ： 3.3％ 増 

10月：15.8％ 増 

村の電気消費量を公開することで 
省エネの手ごたえが得られると良い 

土が必要な方は環境課にお問合せください。 

 

0
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 【国民健康保険、後期高齢者医療制度の被保険者の方へのお知らせ】 

令和６年１２月２日(月)からマイナ保険証を基本とする仕組みへ移行します 

 

 

 

【現行の紙の保険証の新規発行終了について】 

 令和 6 年 12 月 2 日(月)からマイナ保険証での受診を基本とする仕組みへ移行し、国民健康保険被保険者証や後期高齢者医療被

保険者証が、新たに発行されることはありません。 

 ただし、現在お手元にある（令和 6 年 12 月 1 日までに交付された）保険証は、住所や負担割合等の記載事項に変更がなけれ

ば、有効期限（国民健康保険は令和 7 年 9 月 30 日、後期高齢者医療制度は令和 7 年 7 月 31 日）まで使うことができます。 

 

 

 

 【マイナ保険証への移行の流れ】  

（令和 6 年 12 月 2 日～令和 7 年 7 月 31 日） 

令和 6 年 12月 2 日から令和 7年 7 月 31日までに新たに資格取得さ

れる場合や、記載事項に変更があった方、紛失された方など、紙の保険証

が使用できなくなった場合には、マイナ保険証（マイナンバーカードを保

有かつ保険証登録済）の保有状況に応じて以下のものを発行いたします。 

 

 

 

●資格確認書…①② 

これまでの保険証と同様に、医療機関等受診時に提示していただくこと

で、保険診療を受けることができます。 

●資格情報のお知らせ（国民健康保険加入者のみ）…③ 

マイナ保険証をお持ちの方には、被保険者資格情報が確認できるよう、

新規資格取得時等に発行いたします。マイナ保険証の読み取りができない

など資格の確認ができないときは、マイナ保険証とあわせて提示すること

で受診いただけます。なお、資格情報のお知らせのみで医療機関等を受診

することはできません。 

 

【12 月 2 日以降の医療機関の受診方法】 

 

 

 

 

 

【１２月２日以降、マイナ保険証をお持ちでない方の「限度額適用認定

証」・「高齢受給者証」・「特定疾病療養受領証」について】 

国民健康保険はこれまでどおり、限度額認定証・高齢受給者証・特定疾

病療養受領証を、資格確認書とは別に紙で交付いたします。 

後期高齢者医療制度においては、いずれも任意記載事項としてご本人の

申請により資格確認書に記載が可能です。（特定疾病療養受領証について

は、資格確認書とは別に紙での交付も可能です。） 

※マイナ保険証保有者は上記いずれも窓口への持参が不要になります。 

 

●問合せ先 村民課住民係 ２－３１１３  

      マイナンバーカード総合フリーダイヤル ０１２０-９５-０１７８（平日 9:30～20:00※土日祝は～17:30） 

★令和７年８月の一斉更新の際に再度詳細を広報いたします。 

★マイナンバーカードをお持ちでない方は、本人確認書類を持って村民課、または母島支所へお越しください。申請書をお渡しします。 

★マイナ保険証の登録がまだの方は、マイナポータルでのご登録、または診療機関窓口のカードリーダーにかざすだけで登録が可能です。 

★ 

① 

③ 

② 
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ご存じですか？ 

「小笠原村ホームページ」の便利機能をご紹介します！ 
ぜひご活用ください 

 

 

ライブ映像 

【ライブカメラ設置場所】 
父島：二見港(★)・小港海岸(★)・宮之浜海岸・振分山 
母島：沖港(★)  
 
画像をクリックすると約２４時間分のライブカメラ映像（静止画）がご覧になれます。 
 
★マークは           で２４時間ライブ配信（動画）中！ 

②トップページから 

下へスクロール 
 

公式X(Twitter) 

小笠原村「防災行政無線」の放送内容を発信中！ 
 
おがさわら丸の入港時間や人数、台風情報 

など聞き逃した際にぜひご活用ください。 
 
（最新のツイートを見るには、Xのアカウント登録 
が必要です。） 
 

小笠原の天気 

12/17 (火) 

リニューアル！ 新URL （旧ページからURLが変更となります） 
https://www.micosweb.jp/web/ogasawara/map 

 

 詳しい使い方はこちら 

 

「波浪予報メッシュ」を
ONにすると 
予測３日間の 
波高、波向、周期、 
風向風速 
を表示できます  

 

「JWAポイント予測」 をONにして 

地図の天気マークをクリックすると 

１週間分の予報 

天気、降水量、気温、湿度、風向・風速 

などが表示できます 

 
台風、地震情報、波浪予報メッシュなど 
地図上に表示させたい情報を選べます  

旧ページのように 
表でご覧に 
なりたい方は 
こちらから 

 白地図、衛星写真などが選択可 

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/ 

●問合せ先 総務課情報通信係 ２－３１１１ 

 
③バナーをクリック！すると… 

①「小笠原村公式サイト」へアクセス 
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①年齢の違いによる影響 
高齢者は体内の水分量の減少で若い頃と同じ飲酒量

でもアルコールの影響が強く現れ、転倒、骨折の危険
が高まります。 
②性別による違い 
女性は男性と比べて体内の水分量と分解できるア

ルコール量も少ないため、男性よりアルコールの影
響を受けやすいと言われています。また、妊娠中・
授乳中の飲酒は、胎児の低体重や脳障害、乳児の成
長遅れの原因になることがわかっています。 
③体質による違い 
体内の分解酵素の働きや強弱は個人によって大き

く異なります。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：お酒ってついつい飲み過ぎちゃうんだよね～。 

保健師：まずは自分のお酒の飲み方を振り返ることが上手なお酒との付き合い方の第一歩ですね！ 

クジラ：飲み過ぎない意識が大切だね！ 

― 村民課福祉係― 

― 第２９８号― 

 けんこう通信 
 飲酒について知ろう！

12 月になるとお酒を飲む機会が増えるのではないでしょうか？お酒は昔から「百薬の長」と言われ親しまれてき

ましたが、健康悪化の原因となることがあります。小笠原村は、全国と比べて「お酒を毎日飲む」人の割合が多いと

のデータもあり、１回の飲酒量も多い傾向があります。今回はお酒と健康の関係と、上手なお酒の付き合い方につい

てお伝えします！ 

＊空腹で飲まないようにしましょう。 
＊アルコール度数の高いお酒は炭酸水や水やお湯で割りましょう。 
＊お酒を飲む前、飲みながら、飲んだ後に水分を十分に取りましょ
う。 

＊ビールジョッキ１杯程度で切り上げましょう。 

＊肝臓を休める休肝日を週２回は設けましょう。 
 
 
 

 

 

 

 

アルコールを飲んでいる時はビタミンやミネラルが

失われやすくなります。また肝臓がアルコールを分解

するときに使われるたんぱく質を多く含むものをおつ

まみに選びましょう。 

揚げ物は高カロリーで脂質も塩分も多く含みます。

食べ過ぎは注意です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊少量のお酒で顔が赤くなる方は、アルコールの分解が遅いため、
臓器障害を起こしやすいと言われています。飲み過ぎには注意し
ましょう。 

＊アルコールは薬の効果を強めたり弱めたりします。定期薬がある
場合は主治医と相談しましょう。 

飲酒の身体への影響 

おすすめのおつまみ 上手なお酒の飲み方 

こんな時は要注意！ 

高血圧、脳出血、脂質異常などのリスクは飲酒量が増えれば増え
るほど上昇し、飲酒量が少ないほど低下することがわかっていま
す。また大量の飲酒を長期間続けると粘膜や細胞を傷つけ、がんの
リスクが高まると言われています。 
アルコール自体が高カロリ―なため肥満や生活習慣病の原因にも

なっています。１日の飲酒量が、男性で純アルコール 40g（ビール
１L）、女性で 20ｇ（ビール 500ml）以上で生活習慣病のリスク
が高まります。 

 
 
 
 

脳出血、脳梗塞 
認知症、うつ病 

高血圧、狭心症 
心筋梗塞 

食道がん 
咽頭がん 

肝硬変、脂肪肝 
肝臓がん 糖尿病、膵炎 

膵臓がん 

高尿酸血症 
脂質異常症 

神経痛 
骨粗しょう症 

お酒の影響を受けやすい３つの要因 

ビタミン・ミネラルを多く含むもの

 
たんぱく質を多く含むもの 

野菜のお浸し・和え物、海藻類、サラダ 

 

冷奴、枝豆、焼き鳥 

 

お酒との付き合い方 

純アルコール 20g ってどのくらいの量？ 

ビール中瓶 
500ml 

日本酒 
１合 180ml 

ウイスキー 
ダブル 60ml 

ワイン 
２杯弱 180ml 

焼酎 
100ml 



旗

12/27 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り びん・ペットボトル 平常通り

△ 12/28 (土) 休 休 平常通り 平常通り 平常通り 休 休

○ 12/29 (日) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 12/30 (月) 休 休 休 平常通り 全域収集 休 事前予約分のみ

◎ 12/31 (火) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/1 (水) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/2 (木) 休 臨時外来
(午前8時30分～11時)

休 平常通り 休 休 休

◎ 1/3 (金) 休 休 休 平常通り 休 休 休

△ 1/4 (土) 休 休 平常通り 平常通り 全域収集 休 休

○ 1/5 (日) 休 休 平常通り 平常通り 休 休 休

1/6 (月) 平常通り 平常通り 平常通り
(休館日)

平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り

旗

12/27 (金) 平日ダイヤ 平日ダイヤ

△ 12/28 (土) 休日ダイヤ 休日ダイヤ

○ 12/29 (日) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 12/30 (月) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 12/31 (火) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/1 (水) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/2 (木) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/3 (金) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

△ 1/4 (土) 休日ダイヤ 休日ダイヤ

○ 1/5 (日) 休日ダイヤ 休日ダイヤ

1/6 (月) 平日ダイヤ 平日ダイヤ

旗

12/27 (金) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

△ 12/28 (土) 休 郵便・ATMのみ

(午前9～１１時) 休 平常通り

○ 12/29 (日) 休 休 休 休

◎ 12/30 (月) 休 平常通り 休 休

◎ 12/31 (火) 休 郵便・ATMのみ

（午前9時～11時) 休 休

◎ 1/1 (水) 休 休 休 休

◎ 1/2 (木) 休 休 臨時外来
(午前8時30分～11時)

休

◎ 1/3 (金) 休 郵便・ATMのみ

（午前9～１１時） 休 休

△ 1/4 (土) 休 休 休 平常通り

○ 1/5 (日) 休 休 休 休

1/6 (月) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

　村 営 バ ス

扇浦線 循環線

母島支所

平常通り

利用申込は
12月27日

まで

村民会館

平常通り

利用申込・
鍵の受取は
12月27日

まで

資源回収
(コンテナ)

父島
クリーンセンター

（持ち込み）

 年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

村役場 診療所 地域福祉
センター

奥村運動場 扇浦・奥村
交流センター

焼却ごみ
収    集

※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前にクリーンセンター
（２ ― ２８９４）への電話予約が必要です。
年内の持ち込みを希望される方は、12月27日(金)までにお申し込み
ください。

父島

母島

※母島のごみ収集・資源回収は、
収集曜日どおりに実施します。

※父島診療所 歯科は、
12月27日(金)～1月８日(水)まで休診となります。

※12月29日(日)～1月３日(金)のダイヤは、年末に各停留所へ掲示します。

●村営バス問合せ先
村営バス営業所 ２―３９８８
産業観光課 ２―３１１４

なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず「１１９番」で取り扱います。

母島支所内

郵便局

診療所 評議平

運動場

村民の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

※ごみの収集は、１月６日(月)から平常通りとなります。
また、１月４日（土）は、焼却ごみの全域収集を行います。
ごみステーションには、当日の朝８時までに出してください。



都ノヤギ排除(～４日)  育児学級(歯科の会)(父島)/太陽の郷 入居申請〆切

小笠原ロードレース大会申込(～1/7)

小笠原高校寄宿舎生賄調理業務募集(～1/17)

母島沖村アパートの入居者募集(～27日)

シロアリ対策事業(第３回)(父島)(～11日) 入港日

支庁「海鳥レスキュー講習会」(父島) 小笠原村HP「小笠原の天気」リニューアル

扇浦園地キッチンカー出店者募集(～16日) 母島巡回労働相談

小笠原諸島世界自然遺産地域科学委員会 産科・婦人科専門診療(母島)

東京都交響楽団小笠原公演(父島)

行政相談所の開設(父島)

入港日 東京都交響楽団小笠原公演(母島)

母島防犯ゲートボール大会申込〆切

小児科専門診療(母島) 出港日

定期予防接種(父島) 産科・婦人科専門診療(父島)(～25日)

オイルフェンス展張訓練(父島) 「はは丸クルーズ」ケーブルテレビ放送

遺産センター講演会「マイマイとうんこ」 小笠原諸島世界自然遺産地域連絡会議

親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切

小笠原村職員募集〆切/地域振興に係る補助事業〆切

森林生態系保護地域入林簡易講習会受講〆切

乳幼児健診・歯科健診(父島) 小笠原中学校　総合発表会

オガサワラカワラヒワ保全 住民説明会(母島) おがっ子アート・スクール(父島)

都ノヤギ排除(～23日)

出港日

小児科専門診療(父島)

大神山神社「相撲大会」ケーブルテレビ放送 入港日

不用品交換会(父島)/都ノヤギ排除

母島防犯ゲートボール大会
母島巡回ペット診療・相談(・１０日)

村ノヤギ駆除

親子教室(すくすくキッズ)(父島)

固定資産(第３期)税納期限

入港日 出港日

東京三弁護士会による法律相談(母島) 粗大ごみ収集（母島）

東京電力 電気設備の安全点検(～20日)

定期予防接種(母島) 小笠原村診療所の歯科休診(～1/8)

東京三弁護士会による法律相談(父島) 電話による無料法律相談

親子教室(すくすくキッズ)(母島)申込〆切

親子教室(すくすくキッズ)(母島)

小笠原諸島世界自然遺産地域連絡会議 申込〆切

育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切

出港日 入・出港日

「はは丸クルーズ」ケーブルテレビ放送

イルミネーション(父島)点灯式

都ノヤギ排除(～17日) 大神山神社「相撲大会」ケーブルテレビ放送

海びらきイベントアルバイト募集〆切

「一年を振り返るスライドショー」動画配信

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　２日・４日・６日・９日・1１日・1３日・1６日・１８日・2０日・2３日・2５日・2７日
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火
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4 水 19 木

3 火 18 水
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1

行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

日 16 月

日付 曜日

12月のカレンダー


